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小笠原の花・木・鳥・魚 
花  ムニンヒメツバキ    鳥  ハハジマメグロ 
木  タコノキ            魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水量

4/24 現在 

父島 

100/100

母島  

58.8/100

３月気象状況(父島)

最高気温   23.7℃

最低気温   12.9℃

平均気温   19.1℃

平均湿度    81％ 

月降水量  125mm

住民基本台帳登録者数（４/1） 

             2,357 人 

                父島    母島 

  人口      1,912 人   445 人 

  世帯      1,055     234 

短期滞在者    32人    32人

  
ＮＯ．４５４ 

平成 14 年(2002)

５/１(水) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり

ＩＴ  基  礎  技  能  講  習  受  講  者  募  集   
 村では、昨年度に続き、村民の皆様を対象にパソコン講習を開催します。ワープロ講習・表計算講習・ホームページ作成講習 
はパソコンを使ったことのある初～中級者向けのコース、シニア講習は、パソコンを始めてさわるという方にも参加いただける 
コースになっています。この機会にパソコンの達人を目指してチャレンジしましょう！ 
 
【内容及び費用（テキスト代）】 
 ワープロ講習（Ａ,Ｂ,Ｃコース WORD の基本操作・応用）全９時間 １，４４９円      
 表計算講習（Ｄ,Ｅ,Ｆコース Excel の基本操作・応用）全９時間 １，４４９円        
 ホームページ作成講習（Ｇ,Ｈコース ホームページビルダーによるホームページ作成）全９時間 １，３６５円 
 シニア講習（Ｉ,Ｊコース パソコンの基本操作、インターネット・電子メールの利用）全９時間 １，０００円 
【定 員】 各コース ２０名（先着順） 
【対象者】 ２０歳以上の村民の方（シニア講習は中高年の方を優先させていただきます） 
【日程・会場】 

 コース 会  場 講 習 日 時     間 
A ワープロ 

（３日間） 地域福祉センター ５月１０日（金） 
～１２日（日） 午後６時～午後９時 

B ワープロ 
（２日間） 地域福祉センター ５月１８日（土） 

・１９日（日） 
１８日 午前９時～午後５時（正午～２時休憩） 
１９日 午前９時～正午 

D 表計算 
（２日間） 地域福祉センター ５月１１日（土） 

・１２日（日） 
１１日 午前９時～午後５時（正午～２時休憩） 
１２日 午前９時～正午 

E 表計算 
（３日間） 地域福祉センター ５月１７日（金） 

～１９日（日） 午後６時～午後９時 

G ホームぺージ 
（３日間） 地域福祉センター ５月１４日（火） 

～１６日（木） 午後６時～午後９時 

 

父 
 
 
 
 
 

島 

I シニア 
（３日間） 地域福祉センター ５月１４日（火） 

～１６日（木） 午前９時～正午 

C ワープロ 
（３日間） 母島支所内大広間 ５月２２日（水） 

～２４日（金） 午後６時～午後９時 

F 表計算 
（３日間） 母島支所内大広間 ５月２５日（土） 

～２７日（月） 午後６時～午後９時 

H ホームぺージ 
（２日間） 母島支所内大広間 ５月２５日（土） 

・２６日（日） 
２５日 午前９時～午後５時（正午～２時休憩） 
２６日 午前９時～正午 

母 
 
 

島 

J シニア 
（３日間） 母島支所内大広間 ５月２２日（水） 

～２４日（金） 午前９時～正午 

 
【申し込み期間】５月１日（水）～９日（木） ※ 定員に達し次第、締め切りとさせていただきます。 
●申し込み・問合せ先  総務課文書広報係 ２－３１１１               
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Ｔ
Ｓ
Ｌ
村
民
説
明
会
の 

開
催
に
つ
い
て 

 

超
高
速
船
Ｔ
Ｓ
Ｌ（
テ
ク
ノ
ス
ー
パ
ー
ラ
イ
ナ
ー
） 

の
小
笠
原
航
路
就
航
に
向
け
て
、
村
民
の
方
へ
の
Ｔ

Ｓ
Ｌ
説
明
会
を
左
記
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。 

 

Ｔ
Ｓ
Ｌ
に
関
す
る
概
要
と
現
況
に
つ
い
て
報
告
し
、

併
せ
て
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
５
月
21
日
（
火
）
午
後
７
時
～ 

 

《
場
所
》
村
民
会
館
体
育
室 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
５
月
22
日
（
水
）
午
後
７
時
～ 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

 

●
問
合
せ
先 

企
画
課
企
画
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 

軽
自
動
車
税
と 

そ
の
納
期
に
つ
い
て 

 

軽
自
動
車
税
は
、
そ
の
年
の
４
月
１
日
現
在
の
軽

自
動
車
等
（
原
動
機
付
自
転
車
、
二
輪
の
小
型
自
動

車
、
軽
自
動
車
、
小
型
特
殊
自
動
車
）
の
所
有
者
に

課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。 

こ
の
た
め
、
４
月
２
日
以
降
に
廃
車
又
は
譲
渡
し

た
場
合
に
も
、
４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
軽
自
動
車
税
に
は
、
自
動
車
税
の

よ
う
な
月
割
課
税
の
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

平
成
14
年
度
軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は
、
５
月

31
日
で
す
。
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

ま
た
、
郵
便
局
又
は
農
協
か
ら
の
自
動
払
込
を
申
込

ま
れ
た
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
残
高
不
足
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。 

※
平
成
14
年
度
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
は
５
月

11
日
に
発
送
予
定
で
す
。 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

  

２
―
３
１
１
１ 

電
話
に
よ
る
法
律
相
談 

  

第
二
東
京
弁
護
士
会
で
は
、
島
し
ょ
部
の
住
民
を

対
象
と
し
た
「
電
話
に
よ
る
法
律
相
談
」
を
次
の
要

領
で
実
施
し
ま
す
。 

【
予
約
の
方
法
】 

① 

相
談
希
望
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
第
二
東
京
弁
護

士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で
予
約
し
ま
す
。 

② 

相
談
セ
ン
タ
ー
か
ら
相
談
希
望
者
あ
て
に
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
込
用
紙
が
送
付
さ
れ
ま
す
。 

③ 

相
談
希
望
者
は
、
住
所
・
氏
名
・
相
談
内
容
な

ど
の
所
要
事
項
を
申
込
用
紙
に
記
入
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
相
談
セ
ン
タ
ー
あ
て
に
返
送
し
ま
す
。（
相
談

事
項
に
関
係
す
る
書
類
も
あ
わ
せ
て
Ｆ
Ａ
Ｘ
し
て

く
だ
さ
い
。） 

④ 

予
約
し
た
相
談
日
時
に
、
担
当
弁
護
士
と
電
話

に
て
相
談
し
ま
す
。（
相
談
専
用
電
話
番
号
は
予

約
時
に
案
内
さ
れ
ま
す
） 

【
実
施
日
】
５
月
24
日
（
金
）
６
月
28
日
（
金
） 

 
 
 
 
 

７
月
26
日
（
金
）
８
月
23
日
（
金
） 

９
月
27
日
（
金
） 

【
実
施
時
期
】
午
前
10
時
～
正
午 

【
相
談
料
】
無 

料 
 

●
申
し
込
み
・
問
合
せ
先 
 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

 
 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
―
３
５
８
１
―
２
２
５
３ 

 

国
民
年
金
の
保
険
料
に
つ
い
て 

  

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
平
成
13
年
度
ま
で
は
村

役
場
か
ら
送
付
し
て
い
た
納
付
書
に
よ
り
納
め
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
平
成
14
年
度
分
の
保
険

料
か
ら
は
、
社
会
保
険
庁
か
ら
送
ら
れ
る
納
付
書
に

よ
り
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

保
険
料
を
納
め
る
場
所
は
、
全
国
の
銀
行
・
郵
便

局
・
農
協
・
信
用
金
庫
・
信
用
組
合
・
労
働
金
庫
・

社
会
保
険
事
務
所
と
な
り
ま
す
。（
村
役
場
の
窓
口

で
は
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。） 

 

社
会
保
険
庁
か
ら
の
納
付
書
が
届
か
な
い
方
は
、

村
民
課
住
民
係
又
は
母
島
支
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。 

 

●
問
合
せ
先  

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

東
京
愛
ら
ん
ど
フ
ェ
ア 

「
島
じ
ま
ん
２
０
０
２
」
開
催 

  

伊
豆
諸
島
・
小
笠
原
諸
島
の
９
町
村
が
一
丸
と
な

り
、
東
京
の
島
々
が
も
つ
魅
力
を
首
都
圏
の
人
々
に

広
く
紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
に
「
発
見
！
東
京
理
想

島 

愛
ら
ん
ど
フ
ェ
ア
・
島
じ
ま
ん
２
０
０
２
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

特
産
品
の
販
売
や
伝
統
芸
能
の
披
露
等
趣
向
を
凝

ら
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
満
載
で
す
の
で
、
開
催
期
間
中

に
上
京
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
会
場
に
お
立
寄
り
く
だ

さ
い
。 

【
日
時
】
６
月
１
日
（
土
）、
２
日
（
日
） 

午
前
10
時
～
午
後
６
時 

【
場
所
】
竹
芝
ふ
頭
公
園
／
竹
芝
桟
橋 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

産
業
観
光
課
産
業
観
光
係 

 

２
―
３
１
１
４ 

 

計
量
器
（
は
か
り
） 

定
期
点
検
実
施
の
お
知
ら
せ 

  
は
か
り
を
取
引
・
証
明
な
ど
に
使
用
す
る
場
合
に

は
、
計
量
法
に
基
づ
き
、
２
年
に
１
回
東
京
都
の
定

期
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

検
査
対
象
と
な
る
事
業
者
の
方
々
に
は
、
は
が
き

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、
新
た
に
は
か
り
を
取
引
・

証
明
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
事
業
者
の
方
も

必
ず
検
査
を
受
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 【
検
査
日
程
】 

《
父
島
》
６
月
14
日
（
金
）、 

 
 
 
 
 

６
月
17
日
（
月
）
～
19
日
（
水
） 

 
 
 
 
 

巡
回
に
よ
る
検
査 

 

《
母
島
》
６
月
20
日
（
木
）
～
21
日
（
金
） 

 
 
 
 
 

巡
回
に
よ
る
検
査 

 

※
４
月
に
事
前
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
は
か
り

を
取
引
・
証
明
な
ど
に
使
用
し
て
い
る
方
で
事
前
調

査
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
恐
れ
入
り
ま
す
が
産
業

観
光
課
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

東
京
都
計
量
検
定
所
検
査
課
計
画
係 

 
 
 
 
 
 

０
３
―
５
４
７
０
―
６
６
３
８ 

産
業
観
光
課
産
業
観
光
係 

２
―
３
１
１
４ 

 

第
55
回
東
京
都
島
嶼
青
年
大
会 

（
八
丈
島
） 

 

島
嶼
地
区
の
青
年
達
と
交
流
し
ま
せ
ん
か
？ 

第
55
回
東
京
都
島
嶼
青
年
大
会
が
八
丈
島
で
開
催

さ
れ
ま
す
。 

詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
及
び
母
島
支
所
に
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【
日
程
】
６
月
15
日
（
土
）
～
６
月
16
日
（
日
） 

※
竹
芝
発
６
月
14
日
（
金
）
～
竹
芝
着
17
日
（
月
） 

【
競
技
種
目
】
ボ
ー
リ
ン
グ
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・ 

 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
サ
ッ
カ
ー
（
フ
ッ
ト
サ
ル
） 

※
各
種
目
男
女
及
び
各
島
の
混
合
チ
ー
ム
で
す
。 

【
参
加
費
】
１
万
円 

【
申
込
先
】
教
育
委
員
会
又
は
母
島
支
所 

【
申
込
期
間
】
５
月
７
日
（
火
）
～
５
月
15
日
（
水
） 

 

●
問
合
せ
先 

 

教
育
委
員
会 

 

２
―
３
１
１
７ 
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５
月
は
ポ
ン
コ
ツ
車
の 

島
外
搬
出
月
で
す 

 

小
笠
原
村
は
、
条
例
に
よ
り
ポ
ン
コ
ツ
車
（
自
動

車
等
）
の
島
外
搬
出
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。 

島
外
搬
出
は
、
共
勝
丸
に
よ
り
奇
数
月
に
行
っ
て
お

り
ま
す
。
日
程
が
決
ま
り
次
第
、
ポ
ス
タ
ー
や
防
災

無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

○
自
動
車
等
と
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

廃
車
と
な
っ
た
自
動
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
・
原
動

機
付
自
転
車
及
び
廃
タ
イ
ヤ 

 

ポ
ン
コ
ツ
車
を
出
す
方
は
、
左
記
の
注
意
事
項
を

必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い 

① 

畑
や
個
人
の
庭
に
置
い
て
あ
る
ポ
ン
コ
ツ
車
も

必
ず
島
外
搬
出
し
て
く
だ
さ
い
。
長
い
間
放
置
す

る
と
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
が
付
着
し
ま
す
。
搬
出

す
る
際
は
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
を
確
実
に
取
り
除

き
、
植
物
防
疫
官
の
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。 

※
注
意
：
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
を
除
去
す
る
際
に
は

素
手
で
さ
わ
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

② 

燃
料
は
必
ず
抜
い
て
く
だ
さ
い
。
燃
料
を
抜
か

な
い
と
、
輸
送
中
大
変
危
険
で
す
。
ま
た
、
漏
れ

出
す
恐
れ
の
あ
る
オ
イ
ル
な
ど
も
事
前
に
抜
い
て

く
だ
さ
い
。
積
み
込
み
時
に
燃
料
メ
ー
タ
ー
が
残

量
を
示
し
て
い
る
車
両
は
、
そ
の
場
で
抜
い
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

③ 

フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
に
住
所
と
氏
名
を
書
い
て
く

だ
さ
い
。 

④ 

車
内
に
ご
み
を
残
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

⑤ 

車
の
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
は
車
両
１
台
に
つ
き
１
本

で
す
。
そ
れ
以
上
出
さ
れ
る
場
合
は
、
廃
タ
イ
ヤ

と
し
て
別
途
処
理
料
金
が
か
か
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
環
境
衛
生
係 

 
  

２
―
３
１
１
３ 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
  

３
―
２
１
１
１ 

 

住民基本台帳ネットワークシステム 

 
     総務省の進めている住民基本台帳ネットワークシステムが、 

いよいよ今年８月５日から第１次稼働を開始いたします。 
 

 住民基本台帳ネットワークシステムとは ･･･ 
  

住民基本台帳ネットワークシステムは、全国の区市町村及び 
都道府県・全国センターをコンピュータのネットワークで結び、 
住民基本台帳のデータ（氏名、性別、生年月日、住所）をやり 
取りすることにより、本人確認事務などの行政事務の効率化、 
住民の利便性向上を図るものです。 

   今回の第１次稼働では、行政機関同士の事務効率化が中心と 
なりますが、平成１５年８月からは、住民基本台帳カードの発 
行や、全国どこの区市町村でも自分の住民票の写しが取れるな 
ど、住民の利便性向上のサービスが開始される予定です。 
 

 

村の住民基本台帳も変わります ･･･ （８月５日から） 

 
村では、住民基本台帳ネットワークシステムの稼働に併せて、今まで紙に記載されていた住民基本台帳（住民票）、 

印鑑登録を電算化します。現在住民情報システムの構築作業を進めており、今年８月５日から運用を開始する予定です。 
住民情報システムにより住民票、印鑑登録が電算化されますと、住民票の写しや印鑑証明書の様式が変わります。今後、 
「村民だより」又はパンフレット、個別通知等でお知らせいたします。 

 

皆様のご協力をお願いします ･･･ 

 
住民票が電算化されますと、住民票の写しには氏名の「ふりがな」が表示されます。このふりがなや氏名などに誤り 

が無いよう、住民の皆様に確認をさせていただきます。個別に確認の通知をお送りしますので、ご協力をお願いします。 
 
  ● 問合せ先 村民課住民係 ２－３１１３ 

 

恩給、年金などの現況証明、各種資格の 
申請時の住民票の写しの添付等の省略が 
可能になります。 

さらに平成１５年８月からは ･･･ 

① 全国どこの区市町村でも住民票の写

しの交付が受けられます。 
② 転入転出の手続が簡単になります。 

   
住民負担の軽減とサービスの向上 

ネットワークで全国を結ぶと･･･ 
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村
営
バ
ス
は
便
利
で
す
よ 

   

村
営
バ
ス
は
、
現
在
左
記
の
と
お
り
運
行
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
村
民
の
皆
様
が
利
用
し
や
す
い
運
行

を
心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
通
勤
通
学
、
買

物
な
ど
、
生
活
の
中
で
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。 

【
運
行
路
線
】 

○
各
路
線
と
も
に
約
１
時
間
に
一
本
の
運
行
で
す
。 

 

《
扇
浦
線
》
村
役
場
～
小
港
海
岸
往
復 

 
 
 

村
役
場
始
発 

午
前
７
時
10
分 

 
 
 

村
役
場
最
終 

午
後
６
時
15
分 

（
奥
村
～
小
港
海
岸
間
は
、
停
留
所
以
外
で
も

自
由
に
乗
降
が
で
き
ま
す
。） 

 

《
大
村
～
奥
村
循
環
線
》
村
役
場
・
東
町
・
西
町 

・
宮
之
浜
道
・
清
瀬
・
奥
村
を
結
ぶ
循
環
線 

 
 

ブ
ル
ー
ラ
イ
ン 

村
役
場
始
発 

午
前
７
時
30
分 

 
 
 

村
役
場
最
終 

午
後
５
時
45
分 

 
 

オ
レ
ン
ジ
ラ
イ
ン 

村
役
場
始
発 

午
前
８
時
06
分 

 
 
 

村
役
場
最
終 

午
後
５
時
06
分 

【
運
賃
】 

《
村
民
》
２
０
０
円 

《
村
民
以
外
》
３
０
０
円 

《
定
期
券
》
６
０
０
０
円
（
３
ヶ
月
） 

小
学
生
以
下
半
額
（
特
殊
乗
車
券
除
く
） 

 

※
70
歳
以
上
の
方
並
び
に
通
学
利
用
の
方
は
、
年

間
２
０
０
０
円
の
特
殊
乗
車
券
が
利
用
で
き

ま
す
。
ま
た
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
た
方
（
１
～
３
級
）
及
び
生
活
保
護
世
帯
の

方
は
無
料
乗
車
券
が
利
用
で
き
ま
す
。 

(

小
笠
原
村
営
バ
ス
ご
利
用
の
し
お
り
を
営
業

所
・
村
役
場
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
詳

細
は
営
業
所
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。) 

 ●
問
合
せ
先 

 
 

ご
利
用
に
関
す
る
こ
と 

 
 
 

村
営
バ
ス
営
業
所 

 
 
 

２
―
３
９
８
８ 

 
 

バ
ス
事
業
に
関
す
る
こ
と 

産
業
観
光
課
企
業
係 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

                                       

村
長
出
張
報
告 

 

【
出
張
期
間 

４
月
６
日
～
21
日
】 

・
振
興
開
発
法
延
長
打
合
せ
（
国
・
都
） 

・
Ｔ
Ｓ
Ｌ
打
合
せ
（
国
土
交
通
省
・
都
ほ
か
） 

・
硫
黄
島
遺
骨
収
集
打
合
せ
（
厚
生
労
働
省
・
都
） 

・
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
打
合
せ
（
都
） 

・
海
底
光
ケ
ー
ブ
ル
要
望
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
） 

・
硫
黄
島
Ｎ
Ｌ
Ｐ
抗
議
（
東
京
防
衛
施
設
局
） 

・
電
子
自
治
体
市
町
村
長
会
議
出
席 

な
ど 

       

母
島
巡
回
労
働
相
談
の
お
知
ら
せ 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、
５
月
の
『
母

島
巡
回
労
働
相
談
』
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
５
月
20
日
（
月
）
午
後
５
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
和
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 
●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

  

自
動
車
運
転
免
許
試
験
に
つ
い
て 

  

今
年
の
10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、
自
動
車
運

転
免
許
試
験
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
試
験
種
別
は
、

大
型
１
種
、
大
型
特
殊
、
普
通
１
種
及
び
普
通
自
動

二
輪
の
４
種
類
で
す
。
試
験
の
実
施
に
伴
い
、
受
験

者
数
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
受
験
希

望
者
は
警
察
署
に
仮
申
込
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
受
付
日
時
】
５
月
12
日
（
日
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分 

【
場
所
】
父
島 

小
笠
原
警
察
署
１
階
ロ
ビ
ー 

 
 
 
 

母
島 

母
島
駐
在
所 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
警
察
署
・
小
笠
原
交
通
安
全
協
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
０
１
０ 

 

新
『
さ
ざ
ん
く
ろ
す
』
の
就
役 

 
 

 

小
笠
原
海
上
保
安
署
に
、
か
ね
て
か
ら
要
望
し
て

い
た
、新
型
で
大
型
化
し
た
監
視
取
締
艇｢

さ
ざ
ん
く

ろ
す｣

が
就
役
し
ま
し
た
。
新
「
さ
ざ
ん
く
ろ
す
」
の

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。
※( 

)

内
は
旧
型 

 

全
長 

10
・
58
ｍ
（
6
・
29
ｍ
） 

 

全
副 

2
・
60
ｍ
（
2
・
29
ｍ
） 

 

深
さ 

1
・
45
ｍ
（
1
・
19
ｍ
） 

 

最
大
搭
載
人
員 

８
名
（
10
名
） 

 

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

登
録
職
員
募
集 

 

【
職
種
及
び
採
用
人
員
】
登
録
介
助
員 

若
干
名 

【
仕
事
内
容
】 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
の
介
助
・
介
護
業
務 

【
勤
務
日
】
週
２
日
以
上
で
き
る
方 

勤
務
期
間
に
つ
い
て
は
不
定
期
で
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
利
用
等
の
あ
る
期
間
の
み
と
な
り
ま
す
。 

【
勤
務
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
５
時 

勤
務
時
間
相
談
可
（
例 

９
時
～
午
後
１
時
等
） 

【
募
集
期
間
】
５
月
１
日
（
水
）
～
５
月
20
日
（
月
） 

経
験
者
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
等
の
有
資
格
者
歓
迎 

 

●
問
合
せ
先 

社
会
福
祉
法
人
明
老
会 

小
笠
原
村
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 

担
当 

山
田 

 
 

２
―
３
９
１
１ 

 
   

子子供供のの日日のの集集いい（（母母島島））  

午前１０時～午後０時３０分

母島小中学校グランド 

（雨天の場合は体育館） 

●母島支所 ３－２１１１ 

ここどどももままつつりり（（父父島島））  

午前９時～正午 

おまつり広場 

（雨天の場合は地域福祉センター）

●健康福祉課健康福祉係 ２－３９３９
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地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

父
島
図
書
室
よ
り 

 

父
島
図
書
室
で
は
、
年
間
２
万
冊
（
村
民
ひ
と
り 

あ
た
り
10
冊
）
以
上
の
本
が
貸
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
村
民
に
愛
さ
れ
る
図
書
室
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。 

[

図
書
室
に
推
薦
し
た
い
本
を
教
え
て
く
だ
さ
い] 

 

推
薦
図
書
、
購
入
希
望
図
書
が
あ
る
方
は
、
所
定 

の
用
紙
、
ま
た
は
、
メ
モ
に
次
の
事
項
を
記
入
し
、 

受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
に
あ
る
「
本
の
ポ
ス
ト
」
に
投
函 

し
て
く
だ
さ
い
。 

 

《
記
入
事
項
》
図
書
名
・
著
者
名
・
出
版
社
名
・

定
価
・
推
薦
理
由
等
・
推
薦
者
連
絡
先 

  

不
明
な
と
こ
ろ
は
こ
ち
ら
で
調
べ
ま
す
が
、
で
き 

る
だ
け
詳
し
く
ご
記
入
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
購
入
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、 

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

[

都
立
図
書
館
の
本
が
借
り
ら
れ
ま
す] 

 

都
立
中
央
・
多
摩
・
日
比
谷
図
書
館
の
本
が
借
り 

ら
れ
ま
す
。
父
島
図
書
室
に
無
い
本
を
借
り
た
い
と 

き
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

[

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い] 

調
べ
た
い
こ
と
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
と
き 

は
、
図
書
係
に
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
必
要

な
資
料
や
情
報
を
見
つ
け
る
お
手
伝
い
を
い
た
し
ま

す
。 

 

《
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
》 

・
正
装
の
袴
の
着
付
け
方
を
知
り
た
い
。 

・
す
ば
る
の
近
く
に
二
つ
並
ん
で
見
え
る
明
る

い
星
の
名
前
が
知
り
た
い
。 

 

な
ど 

 

日
本
赤
十
字
社
社
費
募
集
に
つ
い
て 

 

日
本
赤
十
字
社
は
全
世
界
の
平
和
と
福
祉
増
進
を

目
的
と
し
、
日
本
全
国
か
ら
集
め
ら
れ
た
社
費
を
基

に
、
頻
発
す
る
災
害
の
被
災
者
や
、
世
界
の
各
地
で

紛
争
に
苦
し
む
人
々
に
救
援
活
動
を
行
な
う
団
体
で

す
。
小
笠
原
村
に
お
い
て
も
、
日
本
赤
十
字
社
東
京

都
支
部
よ
り
災
害
備
蓄
品
や
災
害
用
車
両
等
の
交
付

を
受
け
て
い
ま
す
。
運
動
会
や
村
内
の
行
事
で
赤
十

字
の
マ
ー
ク
の
入
っ
た
テ
ン
ト
や
車
両
を
ご
覧
に
な

っ
た
事
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

一
人
で
も
多
く
の
方
に
主
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

赤
十
字
社
の
活
動
を
支
え
て
い
く
た
め
、
左
記
の
と

お
り
社
費
の
募
集
を
行
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。 

【
募
集
方
法
】 

《
父
島
》
父
島
婦
人
会
の
方
が
各
戸
訪
問
の
上
、
実

施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

ま
た
、
小
笠
原
支
庁
、
小
笠
原
村
役
場
窓
口

で
も
募
集
し
て
お
り
ま
す
。 

《
母
島
》
小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所
ま
た
は
村
役
場

母
島
支
所
の
窓
口
で
募
集
し
て
お
り
ま
す
。 

 ●
問
い
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
総
務
課
行
政
係 

 

２
―
２
１
２
１ 

小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所 

 
 

３
―
２
１
２
１ 

村
役
場
総
務
課
総
務
係 

 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

村
役
場
母
島
支
所
庶
務
係 

 
 

３
―
２
１
１
１ 

 漢
字
検
定
の
お
知
ら
せ 

 

平
成
14
年
度
第
１
回
漢
字
検
定
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。
受
験
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ど

な
た
で
も
受
験
で
き
ま
す
。 

【
日
時
】
６
月
９
日
（
日
）
午
前
９
時
か
ら 

【
場
所
】
小
笠
原
中
学
校 

【
申
込
期
限
】
５
月
10
日
（
金
） 

【
申
込
に
必
要
な
も
の
】 

申
込
書
（
小
笠
原
中
学
校
に
あ
り
ま
す
。） 

検
定
料  

２
級 

 
 
 
 
  

４
，
０
０
０
円 

準
２
級
～
７
級 

  

２
，
０
０
０
円 

８
級
・
児
童
検
定 

１
，
５
０
０
円 

●
問
合
せ
・
申
し
込
み
先 

 

小
笠
原
中
学
校 

国
語
科 

塚
田 

 

２
―
２
５
０
２ 

植
栽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集 

  

母
島
に
は
、
特
別
天
然
記
念
物
の
ハ
ハ
ジ
マ
メ
グ

ロ
や
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
な
ど
の
動
物
が
、
小

笠
原
固
有
植
物
の
実
を
食
べ
る
な
ど
し
て
生
息
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
ア
カ
ギ
な
ど
の
移
入
種
の
侵
入

に
よ
っ
て
、
固
有
種
の
繁
茂
を
妨
げ
て
い
る
た
め
、

固
有
種
の
実
が
減
少
し
、
生
態
系
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課

で
は
、
移
入
種
の
ア
カ
ギ
を
取
り
除
い
た
跡
地
に
、

固
有
種
シ
マ
ホ
ル
ト
ノ
キ
（
こ
ぶ
の
木
）
を
植
え
戻

し
、
島
の
生
態
系
を
保
全
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
今
回
、
左
記
の
と
お
り
植
栽
を
行
い
ま
す

の
で
、
植
栽
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
皆
様
、
是
非
ご
参
加
く
だ

さ
い
。 

【
日
時
】
５
月
11
日
（
土
）
午
前
10
時
～
正
午 

【
植
栽
場
所
】
母
島 

桑
ノ
木
山 

【
集
合
時
間
】
午
前
10
時 

【
集
合
場
所
】
桑
ノ
木
山 

看
板
前 

【
募
集
人
数
】
50
人
（
５
月
８
日
締
切
り
） 

【
参
加
費
】
50
円
（
保
険
料
） 

【
申
込
先
】 

 

《
母
島
》
母
島
観
光
協
会 

 
 

３
―
２
３
０
０ 

 

《
父
島
》
小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課 

２
―
２
１
０
３ 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課 

２
―
２
１
０
３ 

          

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

か
ら
の
お
知
ら
せ 

 
 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の
と
お
り
催
し
物

を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

【
特
別
展
示
】 

 

《
内
容
》
小
笠
原
の
海
の
大
物
た
ち
（
イ
ル
カ
、

ウ
ミ
ガ
メ
、
ク
ジ
ラ
、
海
鳥
等
） 

 

《
期
間
》
４
月
27
日
～
５
月
６
日
（
月
） 

《
場
所
》
小
会
議
室 

【
ク
ラ
フ
ト
教
室
】
タ
コ
の
葉
細
工
（
無
料
） 

 

《
日
時
》
５
月
３
日
（
金
） 

午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分 

 

《
募
集
人
数
》
30
名 

 

《
場
所
》
レ
ク
チ
ャ
ー
ル
ー
ム 

【
講
演
会
】
小
笠
原
の
ウ
ミ
ガ
メ
は
何
を 

 
 
 
 

食
べ
て
い
る
の
か
な
？
（
無
料
） 

 

《
日
時
》
５
月
４
日
（
土
） 

午
後
７
時
～
８
時
30
分 

 

《
講
師
》
左
古
貴
典
（
東
京
水
産
大
学
） 

《
場
所
》
レ
ク
チ
ャ
ー
ル
ー
ム 

【
自
然
体
験
ツ
ア
ー
】 

 
 

歴
史
と
自
然
の
散
歩
み
ち
（
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
３
） 

 
 
 
 

 

《
日
時
》
５
月
６
日
（
月
） 

午
前
９
時
～
午
後
４
時 

 
 
 
 
 
 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

９
時
集
合 

《
募
集
人
数
》
20
名
（
中
学
生
以
上
）
要
予
約 

 

《
参
加
費
》
１
０
０
円
（
保
険
代
） 

 

《
持
ち
物
》
飲
み
物
、
弁
当
、
軍
手
、
帽
子
、 

 
 
 

懐
中
電
灯
、
飲
み
水
以
外
の
水
５
０
０
ml 

 
 
 

筆
記
用
具 

 

●
申
し
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
公
園
係 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
１
２
３ 
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東
京
都
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
巡
回
相
談
の
実
施
に
つ
い
て 

  

東
京
都
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
障
害

を
持
つ
方
の
抱
え
て
い
る
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
、

総
合
的
な
相
談
を
行
う
巡
回
相
談
を
左
記
の
日
程
に

よ
り
実
施
い
た
し
ま
す
。 

今
回
の
巡
回
相
談
は
、予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、

５
月
10
日
（
金
）
ま
で
に
申
し
込
み
お
願
い
し
ま
す
。 

 

尚
、
相
談
会
場
ま
で
来
場
す
る
こ
と
が
困
難
な
方

は
、
ご
自
宅
へ
の
訪
問
相
談
も
実
施
い
た
し
ま
す
。

訪
問
を
希
望
さ
れ
る
方
は
申
込
時
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。 

 

本
相
談
は
隔
年
で
の
実
施
と
な
り
ま
す
の
で
、
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
５
月
21
日
（
火
） 

 
 
 
 
 
 

午
後
３
時
～
５
時
30
分 

 
 
 
 
 

５
月
22
日
（
水
） 

 
 
 
 
 
 

午
前
８
時
30
分
～
11
時 

 

《
会
場
》
母
島
村
民
会
館 

【
父
島
】 

 
 

《
日
時
》
５
月
22
日
（
水
） 

 
 
 
 
 
 

午
後
３
時
～
５
時
30
分 

 
 
 
 
 

５
月
23
日
（
木
） 

 
 
 
 
 
 

午
前
８
時
30
分
～
正
午 

 

《
会
場
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

 
 
 

●
申
し
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

健
康
福
祉
課
健
康
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

    

専
門
診
療
（
有
料
）
の
お
知
ら
せ 

  

眼
科
・
耳
鼻
咽
喉
科
の
専
門
診
療
を
次
の
日
程
で

行
い
ま
す
。
な
お
、
昨
年
度
ま
で
東
京
都
主
催
で
実

施
し
て
い
た
巡
回
診
療
は
廃
止
と
な
り
、
代
わ
り
に

村
が
こ
の
事
業
を
引
き
継
ぎ
ま
す
。 

こ
れ
に
伴
い
、
保
険
診
療
（
有
料
）
と
な
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 【 

眼
科
（
武
蔵
野
赤
十
字
病
院
）】 

※
今
年
度
の
秋
に
実
施
予
定
の
眼
科
白
内
障
手
術 

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。 

【 

耳
鼻
咽
喉
科
（
昭
和
大
学
病
院
）】 

【
受
付
時
間
】
午
前
８
時
～
11
時 

 
 
 
 
 
 

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 
 
        

母
島
診
療
所 

 
 

３
―
２
１
１
５ 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診
の 

お
知
ら
せ
（
父
島
・
母
島
） 

 
  

今
月
は
、
子
ど
も
の
発
達
を
専
門
と
す
る
小
児
科

の
先
生
と
育
児
や
子
ど
も
の
生
活
の
こ
と
な
ど
を
相

談
で
き
る
心
理
相
談
員
が
来
島
し
ま
す
。 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。

対
象
者
以
外
の
乳
幼
児
及
び
小
中
学
生
で
健
診
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】 

３
・
４
ヵ
月
、
６
ヵ
月
、
９
ヵ
月
、

１
歳
６
ヵ
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【
日
時
・
場
所
】 

《
父
島
》
５
月
10
日(

金) 

 
 
 
 
 
 

午
前
９
時
～
午
後
４
時 

(

正
午
～
２
時
は
除
く) 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー (

ウ
ィ
ズ)

２
階 

《
母
島
》
５
月
11
日(

土) 

 
 
 
 
 
 

午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時 

 

(

正
午
～
２
時
は
除
く) 

 
 
 

母
島
診
療
所
２
階 

 

 
 
 
 
 
 
 

●
問
合
せ
先 

健
康
福
祉
課
健
康
福
祉
係   

２
―
３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

母
島  

 
 
 
 
 
 
 
  

３
―
７
０
３
３ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

育
児
学
級
の
お
知
ら
せ
（
父
島
） 

 

左
記
の
日
程
で
育
児
学
級
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
な
お
、
対
象
者
の
方

に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。 

【
内
容
】 
初
め
て
の
歯
科
ケ
ア 

【
対
象
者
】
１
歳
前
後
の
お
子
様
及
び
保
護
者 

【
日
時
】
５
月
14
日
（
火
）
午
前
10
時
～
11
時
半 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
ウ
ィ
ズ
） 

２
階
研
修
室 

●
問
合
せ
先 

健
康
福
祉
課
健
康
福
祉
係   
２
―
３
９
３
９ 

更
年
期
障
害
に
つ
い
て
（
講
演
会
） 

 

専
門
医
に
よ
る
更
年
期
障
害
に
つ
い
て
の
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。 

関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
講
師
】
父
島
診
療
所 

産
婦
人
科
医 

宮
沢
医
師 

【
内
容
】
更
年
期
障
害
に
つ
い
て 

質
疑
応
答 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
５
月
７
日
（
火
） 

午
後
７
時
～
８
時
30
分 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
２
階 

【
父
島
】 

《
日
時
》
６
月
４
日
（
火
） 

午
後
７
時
～
８
時
30
分 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
ウ
ィ
ズ
）
２
階 

 

●
問
合
せ
先 

健
康
福
祉
課
健
康
福
祉
係  

２
―
３
９
３
９ 

                    

母
島
・ 

母
島
診
療
所 

父
島
・ 

小
笠
原
村 

 
 

診
療
所 

場
所 

17
日
（
金
） 

16
日
（
木
） 

13
日
（
月
） 

11
日
（
土
） 

10
日
（
金
） 

５
月 

○ 

 ○ ○  午
前 

○ ○ ○ ○ ○ 

午
後

父
島
・ 

小
笠
原
村 

 
 
 

診
療
所 

母
島
・ 

母
島
診
療
所 

場
所 

28
日
（
火
） 

27
日
（
月
） 

26
日
（
日
） 

23
日
（
木
） 

22
日
（
水
） 

５
月 

 ○ ○ ○  午
前 

○ ○ ○ ○ ○ 
午
後
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高
脂
血
症
教
室
の
お
知
ら
せ 

  

保
健
所
医
師
・
栄
養
士
に
よ
る
高
脂
血
症
教
室
を

開
催
し
ま
す
。
昨
年
度
の
住
民
健
診
で
検
査
値
が
高

か
っ
た
方
は
、
事
前
に
血
液
検
査
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
教
室
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
の
で
、

高
脂
血
症
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
是
非
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
血
液
検
査
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
お
申

し
込
み
下
さ
い
。
な
お
、
事
前
の
血
液
検
査
は
有
料

（
１
０
４
０
円
）と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。 

 ○
事
前
の
血
液
検
査
（
予
約
制
） 

 

※
朝
食
を
食
べ
ず
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
５
月
20
日
（
月
）・
21
日
（
火
） 

 
 
 
 
 
 

午
前
８
時
15
分
～
９
時
30
分 

 

《
場
所
》
保
健
所 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
５
月
15
日
（
水
） 

午
前
８
時
～
９
時 

 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

○
高
脂
血
症
教
室 

【
父
島
】 

《
日
時
》
５
月
28
日
（
火
） 

 
 
 

①
午
後
２
時
～
３
時
30
分 

 
 
 

②
午
後
７
時
～
８
時
30
分 

 
 
 

ど
ち
ら
か
都
合
の
良
い
時
間
帯
に 

お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
ウ
ィ
ズ
）
２
階 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
６
月
５
日
（
水
） 

 
 
 

①
午
後
２
時
～
３
時
30
分 

 
 
 

②
午
後
７
時
～
８
時
30
分 

ど
ち
ら
か
都
合
の
良
い
時
間
帯
に 

お
越
し
く
だ
さ
い
。 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム 

 

●
問
合
せ
先 

健
康
福
祉
課
健
康
福
祉
係  

２
―
３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

母
島 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

３
―
７
０
３
３ 

肝
臓
病
専
門
医 

巡
回
相
談
の
お
知
ら
せ 

  

保
健
所
で
は
、
年
１
回
の
肝
臓
病
専
門
医
巡
回
相

談
を
６
月
に
実
施
い
た
し
ま
す
。
肝
臓
に
心
配
の
あ

る
方
や
昨
年
の
住
民
健
診
で
肝
臓
に
つ
い
て
指
摘
を

受
け
た
方
な
ど
、
こ
の
機
会
を
ご
利
用
下
さ
い
。 

こ
の
巡
回
相
談
は
、
事
前
血
液
検
査
（
実
費
負
担

約
２
０
０
０
円
）
を
受
け
て
い
た
だ
き
、
専
門
医
の

超
音
波
診
察
と
併
せ
て
総
合
的
な
診
断
を
行
う
も
の

で
す
。
予
約
制
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
５
月
10
日

（
金
）
ま
で
に
保
健
所
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。 

○
事
前
検
査 

※
朝
食
を
食
べ
ず
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

【
父
島
】 

 
《
日
時
》
５
月
13
日
（
月
）
～
17
日
（
金
） 

 
 
 
 
 
 

午
前
８
時
～
９
時 

 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

【
母
島
】 

《
日
時
》
５
月
13
日
（
月
）
～
17
日
（
金
） 

午
前
８
時
～
９
時 

 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

○
個
別
相
談
（
完
全
予
約
制
） 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
６
月
27
日
（
木
） 

 
 
 
 
 
 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時 

 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

【
母
島
】 

《
日
時
》
６
月
28
日
（
金
） 

午
前
10
時
30
分
～
午
後
５
時 

 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

 

●
問
合
せ
先    

保
健
所
保
健
師 

石
井 

 
 

２
―
２
９
５
１ 

     

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 
 

協
会(

Ｏ
Ｗ
Ａ)

の
コ
ー
ナ
ー 

 

３
月
、
４
月
の
観
光
船
（
飛
鳥
・
ふ
じ
丸
・
ぱ
し

ふ
ぃ
っ
く
び
い
な
す
）
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ツ

ア
ー
で
、
Ｏ
Ｗ
Ａ
認
定
の
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
・
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
（
Ｉ
Ｗ
Ｏ
）
16
名
が
約
６

０
０
名
の
お
客
様
を
ご
案
内
し
て
大
活
躍
し
ま
し

た
！ 

 

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
す
す
め 

パ
ー
ト 

11 

小
笠
原
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
～
住
民
の
役
割
～ 

 

従
来
の
観
光
は
「
観
光
資
源
の
発
掘
」
↓
「
観
光

利
用
」
と
い
う
観
光
客
と
観
光
業
者
間
の
流
れ
で
成

立
し
て
い
ま
し
た
が
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
「
観
光

資
源
の
発
掘
」
↓
「
観
光
資
源
の
管
理
」
↓
「
観
光

利
用
」
と
い
う
流
れ
に
な
り
、「
観
光
資
源
の
管
理
」

が
加
わ
っ
て
、
そ
れ
が
大
き
な
比
重
を
持
つ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
観
光
資
源
の
管
理
」
の
主
役

は
地
元
住
民
で
す
。
地
元
住
民
が
観
光
資
源
を
旅
行

者
に
紹
介
す
る
ガ
イ
ド
や
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
と
し

て
、
あ
る
い
は
「
観
光
資
源
の
管
理
」
を
す
る
計
画

段
階
か
ら
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
参
加
す
れ
ば
、
観

光
資
源
の
持
続
的
な
利
用
が
実
現
す
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
一
般
住
民
だ
け
で
な
く
様
々
な
分

野
の
地
元
業
者
の
働
き
も
重
要
で
す
。
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
で
は
地
元
の
観
光
業
者
だ
け
で
な
く
、
一
次
産

業
や
二
次
産
業
に
従
事
す
る
人
達
も
大
き
な
役
割
を

果
た
す
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
小
笠
原
を
例
に
す
る

と
、
自
然
遊
歩
道
や
自
然
観
察
小
屋
の
整
備
、
環
境

修
復
事
業
、
小
笠
原
ら
し
い
景
観
作
り
、
地
場
食
材

の
管
理
な
ど
は
、
小
笠
原
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
と

っ
て
大
切
な
「
観
光
資
源
の
管
理
」
に
な
り
ま
す
。 

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
地
域
主
導
型
の
産
業
で
あ

る
こ
と
が
理
想
で
あ
り
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進

し
よ
う
と
す
る
主
体
が
地
元
住
民
全
体
で
あ
る
こ
と

が
最
も
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。 

 

第
５
回
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
養
成
講
座 

（
勉
強
会
）
開
催 

【
講
習
内
容
】 

「
南
島
の
自
然
を
知
ろ
う
！
」 

Ｏ
Ｗ
Ａ
職
員
と
外
部
講
師
が
南
島
の
自
然
を 

紹
介
し
ま
す
。 

【
日
時
】
５
月
19
日
（
日
）
出
港
翌
日 

 
 
 
 
 

午
後
１
時
～
４
時
30
分 

【
会
場
】
南
島 

【
受
講
資
格
】
Ｉ
Ｗ
Ｏ
メ
ン
バ
ー
及
び
村
民
の
方 

【
受
講
料
】
無
料 

【
定
員
】
10
人 

【
申
し
込
み
開
始
日
】
５
月
13
日
（
月
）
８
時
～ 

 

●
申
し
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

 

（
担
当 

一
木
） 

２
―
３
２
１
５ 
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海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
11 

 

「
ベ
テ
ラ
ン
母
さ
ん
ク
ジ
ラ
た
ち
」 

 

ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
来
遊
シ
ー
ズ
ン
も
終
盤
に
入
り
、

全
体
的
に
親
子
ク
ジ
ラ
の
見
ら
れ
る
割
合
が
た
い
へ

ん
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

親
子
ク
ジ
ラ
は
、
他
の
ク
ジ
ラ
に
比
べ
、
遅
い
シ

ー
ズ
ン
に
北
へ
向
か
う
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
数
千
キ
ロ
に
も
お
よ
ぶ
餌
場
へ
の
旅
立
ち

を
目
前
に
ひ
か
え
、
子
ク
ジ
ラ
が
長
旅
に
耐
え
う
る

大
き
さ
に
な
る
ま
で
こ
の
暖
か
い
海
で
少
し
待
っ
て

い
る
た
め
で
す
。
つ
い
先
日
も
ウ
エ
ザ
ー
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
か
ら
見
渡
せ
る
海
域
で
３
組
の
親
子
ク
ジ
ラ
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
ん
な
親
子
の
母
ク
ジ

ラ
の
お
話
で
す
。 

海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
今
ま
で
に
62
頭
の
母
ク
ジ

ラ
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
母
ク
ジ
ラ
は
、

月
日
を
経
て
合
計
で
１
０
３
頭
の
子
ク
ジ
ラ
を
出
産

し
て
い
ま
す
。
母
ク
ジ
ラ
の
記
録
で
、
長
い
も
の
で

は
１
９
８
７
年
か
ら
の
記
録
が
あ
り
、
多
い
も
の
で

は
４
回
出
産
が
確
認
さ
れ
て
い
る
も
の
も
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
出
産
し
た
年
か
ら
年
へ
の
記
録
を
利
用

し
て
、
出
産
間
隔
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ハ
ワ
イ
や
北
大
西
洋
に
生
息
す
る
グ
ル
ー
プ
で

は
、
通
常
２
～
３
年
に
１
回
出
産
す
る
と
言
わ
れ
て

お
り
、
小
笠
原
で
も
平
均2.1

年
に
１
回
と
い
う
数

字
が
出
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
中
に
は
連
続
で
出
産

す
る
例
が
あ
り
、
２
年
連
続
出
産
が
４
例
、
３
年
連

続
が
１
例
あ
り
ま
し
た
。 

母
ク
ジ
ラ
が
妊
娠
す
る
周
期
に
は､

そ
れ
ぞ
れ
の

年
齢
や
健
康
状
態
が
影
響
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
あ
る
程
度
出
産
回
数
を
重
ね
た
い
わ

ゆ
る
ベ
テ
ラ
ン
の
母
ク
ジ
ラ
の
方
が
、
子
ク
ジ
ラ
に

授
乳
し
て
い
る
時
に
も
排
卵
し
て
、
次
の
年
に
も
出

産
す
る
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
連
続
し
た
出
産
の
た
め
に
は
、

母
ク
ジ
ラ
の
体
調
が
良
く
、
北
の
餌
場
で
十
分
に
栄

養
を
と
っ
て
、
出
産
後
ま
た
す
ぐ
に
妊
娠
で
き
る
だ

け
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

条
件
が
必
要
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

皆
さ
ん
の
中
に
は
、
ク
ジ
ラ
が
尾
ビ
レ
を
高
々
と

あ
げ
る
様
子
を
ご
ら
ん
に
な
ら
れ
た
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
ク
ジ
ラ
は
た
い
て
い

深
く
潜
る
よ
う
で
す
。し
か
し
母
ク
ジ
ラ
の
中
に
は
、

ま
だ
そ
れ
ほ
ど
深
く
潜
れ
な
い
子
ク
ジ
ラ
と
離
れ
離

れ
に
な
る
の
が
心
配
な
の
で
し
ょ
う
か
？ 

尾
ビ
レ

を
上
げ
ず
に
潜
る
も
の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
に
対
し
て
、
中
に
は
尾
ビ
レ
を
し
っ
か
り
あ
げ
て

潜
り
、
な
か
な
か
水
面
に
出
て
こ
な
い
母
ク
ジ
ラ
も

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
も
し
か
し
た
ら
、
こ
の
後
者
が

肝
っ
玉
母
さ
ん
の
よ
う
に
余
裕
綽
々
の
ベ
テ
ラ
ン
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。 

海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、
調
査
の
一
環
と
し
て
今
シ

ー
ズ
ン
撮
影
し
た
尾
ビ
レ
の
写
真
を
現
像
し
、
過
去

の
写
真
と
比
べ
る
作
業
が
し
ば
ら
く
続
き
ま
す
。
こ

の
近
海
で
ク
ジ
ラ
の
尾
ビ
レ
を
撮
影
さ
れ
た
方
、
ぜ

ひ
過
去
の
記
録
を
調
べ
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。
何

か
お
も
し
ろ
い
こ
と
が
わ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

さ
て
、
今
シ
ー
ズ
ン
も
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
で
す
。

ウ
エ
ザ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
海
上
で
お
会
い
し
た
皆

様
、
貴
重
な
情
報
を
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
月
に
は
、
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の

産
卵
も
始
ま
り
、
ま
た
夜
の
カ
メ
パ
ト
ロ
ー
ル
の

日
々
が
続
き
ま
す
が
、
ど
こ
か
で
皆
様
と
お
会
い
す

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
時
は
、
ぜ
ひ
お
声
を
か

け
て
く
だ
さ
い
。 

☆
お
知
ら
せ
：
海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
「
そ
の
９
」

で
話
題
に
な
っ
た
子
ク
ジ
ラ
０
―
３
９
３
の
お
母
さ

ん
０
―
40
が
、
４
月
８
日
に
タ
コ
岩
付
近
で
今
年
生

ま
れ
た
子
ク
ジ
ラ
を
連
れ
て
い
る
の
を
確
認
し
ま
し

た
。
０
―
40
は
、
尾
ビ
レ
の
右
側
に
長
く
て
白
い
傷

が
あ
り
、
海
上
で
も
す
ぐ
に
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ

で
小
笠
原
近
海
で
確
認
さ
れ
て
い
る
０
―
40
の
子

ク
ジ
ラ
兄
弟
た
ち
は
０
―
３
９
３
を
含
め
て
４
頭
と

な
り
ま
し
た
。 

 小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
日
本
ウ
ミ
ガ
メ
協
議
会
） 

 

２
―
２
８
３
０ 

                                       

 

 

                                 

母クジラの出現状況 18 例（1987-1999） 

識別番号 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999

O-39 ○   ●   ● ○ ● ○           

O-460 ○           ●     ● ○     

O-147   ●   ●   ● ○   ○       〇 

O-23     ●   ●     ●           

O-35     ○ ○   ●   ● ●       〇 

O-40     ●   ○ ● ○ ●     ● ○   

O-76     ● ○ ●   ●             

O-140     〇     ●     〇         

O-165     ○     ●   ○ ○         

O-18       〇 〇 〇   ●         ● 

O-46       ○   ● ◎   ●   ○     

O-56       ○ ○ ○ ● ● ● ○ ●     

O-112       ● 〇   〇   〇 ●     〇 

O-118       〇 ●   ● ● 〇         

O-141       〇   ●     〇 ● 〇 〇   

O-151       ●   ●     ●   ●   〇 

O-156       〇   ●   〇     〇     

O-158       ●   〇 ●     ● 〇 ● 〇 

              

   ●：子クジラをともなっていたシーズン         

 〇：子クジラをともなっていなかったシーズン        

 ◎：前シーズンに生まれた子クジラを連れていたシーズン       

 空白：観察されなかったシーズン          

 

小笠原海洋センター（日本ウミガメ協議会）
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骨粗しょう症とは？ 

骨粗しょう症とは、骨がスカスカになる病気です。私たちのからだの骨の中では、骨を壊す破骨細胞が盛んに骨をとか

しています。それと同時に骨をつくる骨芽細胞がとけた骨を修復します。こうして、私たちの骨は、早いものは１年くら

いですっかり生まれ変わります。ところが何かの原因で破骨細胞の働きが骨芽細胞の働きを上回ると、骨を作る作業が追

いつかなくなり、骨量が減りスカスカになってしまい、骨折や背中や腰が痛くなったり、身長が縮んだりします。  

 

 骨粗しょう症が女性に多いわけ  

① もともとの骨格が小さい。骨量は骨格に比例するので、小柄できゃしゃな人ほど発症しやすい。 

② 運動は骨を鍛え、丈夫にするが、女性は運動量が少ない傾向にある。 

③ ホルモンはカルシウム調節ホルモンの分泌を促す働きがあるが、女性の場合、性ホルモンのエストロゲンが閉経後に

一気に分泌が低下してしまう。（ちなみに男性の性ホルモンの分泌は加齢とともにゆっくりと低下する）また、エスト

ロゲンにはカルシウムの吸収を助ける働きもあるので、摂取したカルシウムの吸収力も落ちてしまう。 
 

 骨粗しょう症を防ぐには？  

食生活の改善 
 骨の成分であるカルシウムを摂取することが第一であることは間違いなく、 
しかも吸収率の良い食品を食べる事が大切です。カルシウム以外にもタンパク 
質やビタミン特にカルシウムの吸収を促進させるビタミンＤが必要です。 
運動不足の改善 
 からだがつくられる時の運動負荷がカルシウムを骨にしっかり定着させる効果があります

とを仕事にしていますから、筋肉が発達すると骨も丈夫になります。運動する事で転倒しに

過度の運動は関節障害をまねく事もあるので避けましょう。 
喫煙・アルコール人生の改善  
 タバコを吸う人は閉経が早く、腸管のカルシウムの吸収が低下する事がわかっています。

細胞を抑制し、ビタミンＤの吸収を阻害し分解を促進する事などが考えられています。節煙

がけましょう。 
※ 来月は、更年期障害の治療についてのお話です。 
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けんこう通信
健康福祉課 第４６号 
 

干

さ

ぶ

私事で恐縮ですが、今年はイカ釣りにハマリました。初心者なもので、釣っ

たものといえば、ナマコにイカバケ、絡んだ釣り糸の束…。負け惜しみではあ

りませんが、それでも何故か楽しい！もちろん腕や穴場もあるのでしょうが、

人より１回でも多く、竿を海に垂らしたものに与えられる、勲章と信じ、足繁

く釣り場に出かけています。そこで繰り広げられるイカ釣りの極意や、どこそ

この誰が何キロのイカを釣った等の話しには、ついつい耳がダンボになってし

まいます。 

「シャクリの時間は、癒しの時間」というくらい、今の私にとっては、大切

な時間です。今日こそは釣れる！と期待に胸躍らせつつも、今のところ、ボー

ッと海や夜空の星を見ながら穏かな時を過ごしています。釣れなくとも、こん

な風に思えるなんて、アオリイカ様様。これからも、自分自身にとっての「癒

しの時間」を大切にしたいものです。 

 

 

ビタミンＤの多い食品 
しシイタケ、さけ、レバー

つま揚げ、いわし、かつお

り、さんま、まぐろ脂身 
。また、骨は筋肉を支えるこ

くくなる効果もありますが、

アルコールは骨をつくる骨芽

や適度のアルコール摂取を心



        入・出港日 眼科専門診療（～１７　母島）
IT基礎技能講習申込（～９）
ビジターセンター「特別展示」（～６）

高齢者住宅サービスセンター
登録職員募集（～２０）

出港日
高校図書館開放

こどもまつり（父島）
子供の日の集い（母島） 第5回インタープリター養成講座
ビジターセンター「クラフト教室」

入港日 母島巡回労働相談
高校図書館開放 高脂血症教室事前検査（～２１　父島）

ビジターセンター「講演会」
入港日

出港日 TSL村民説明会（母島）
心身障害者福祉センター巡回相談（～２３）

ビジターセンター「自然体験ツアー」

TSL村民説明会（父島）
島嶼青年大会申込（～１５） IT基礎技能講習（～２７　母島）

耳鼻咽喉科専門診療（～２３　母島）

高校図書館開放 高校図書館開放

入港日 23 木 出港日

IT基礎技能講習（～１９　父島）
乳幼児健診・歯科健診（父島）
眼科専門診療（～１３　父島） 高校図書館開放
漢字検定申込締切（父島）

植栽ボランティア（母島） 入港日
乳幼児健診・歯科健診（母島） 耳鼻咽喉科専門診療（～２８　父島）

高校図書館開放

出港日
自動車運転免許試験仮申込日

高脂血症教室（父島）
肝臓専門医巡回相談事前検査（～１７）

育児学級（父島） 出港日
高校図書館開放

入港日
高脂血症教室事前検査（母島）
高校図書館開放

軽自動車税納期限

行　　事　　予　　定日付曜日

22

土

月

21 火

26 日

行　　事　　予　　定

25 土

24 金

19 日

20

5

8 水

日

7 火

6 月

14 火

15 水

28 火

29 水

30 木

31 金

日付曜日

4 土

16 木

17 金

18

13 月

12 日

土11

水

27 月

9 木

10 金

1 水

3 金

2 木
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